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第一部 【企業情報】

第１ 【企業の概況】

１ 【主要な経営指標等の推移】

　

回次
第14期

第３四半期累計期間
第15期

第３四半期累計期間
第14期

会計期間
自 平成24年３月１日
至 平成24年11月30日

自 平成25年３月１日
至 平成25年11月30日

自  平成24年３月１日
至  平成25年２月28日

売上高 (千円) 3,868,745 3,838,906 5,403,067

経常利益 (千円) 286,383 172,132 467,511

四半期(当期)純利益 (千円) 156,206 99,587 269,153

持分法を適用した場合の
投資利益

(千円) ― ― ―

資本金 (千円) 218,125 330,319 330,319

発行済株式総数 (株) 2,970 1,756,000 1,756,000

純資産額 (千円) 1,032,029 1,451,393 1,369,365

総資産額 (千円) 2,774,817 3,111,310 2,981,082

１株当たり四半期
(当期)純利益金額

(円) 105.19 56.71 180.07

潜在株式調整後１株当たり
四半期(当期)純利益金額

(円) ― ― ―

１株当たり配当額 (円) ― ― 10

自己資本比率 (％) 37.2 46.6 45.9
 

　

回次
第14期

第３四半期会計期間
第15期

第３四半期会計期間

会計期間
自 平成24年９月１日
至 平成24年11月30日

自 平成25年９月１日
至 平成25年11月30日

１株当たり四半期純利益金額 (円) 49.38 13.21
 

(注) １.　当社は四半期連結財務諸表を作成しておりませんので、四半期連結累計期間に係る主要な経営指標等の推

移については、記載しておりません。

２.　売上高には、消費税等は含まれておりません。

３.　持分法を適用した場合の投資利益については、当社の子会社は重要性の乏しい非連結子会社であること、

また、関連会社がないことから記載しておりません。

４.　潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載してお

りません。

５．　当社は平成24年12月５日付で普通株式１株につき500株の株式分割を行っております。このため、第14期

の期首に当該株式分割が行われたと仮定して、１株当たり四半期（当期）純利益を算定しております。

　

２ 【事業の内容】

　当第３四半期累計期間において、当社が営む事業の内容について、重要な変更はありません。
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第２ 【事業の状況】

１ 【事業等のリスク】

当第３四半期累計期間において、新たな事業等のリスクの発生、または、前事業年度の有価証券報告書に記載し

た「事業等のリスク」について重要な変更はありません。

　
２ 【経営上の重要な契約等】

当第３四半期会計期間において、経営上の重要な契約等の決定または締結等はありません。

　

３ 【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

文中の将来に関する事項は、当四半期会計期間の末日現在において当社が判断したものであります。

(１) 業績の状況

当第３四半期累計期間におけるわが国経済は、政府の経済政策や日銀の大胆な金融緩和に対する期待などから株

価や心理面が急速に改善し、個人消費においても株高に伴う資産効果により耐久財、半耐久財消費が大きく伸長

し、サービス消費についても堅調な推移となりました。　

当リユース業界では、一部ハイブランド商品の動きは活発になったものの、所得環境が不透明ななか、消費者マ

インドの改善が一服し、業界を取り巻く環境は不安定な状況が続いております。　

このような状況の下、当社は、関西地域における３店舗目の出店として、買取王国高槻店（大阪府高槻市）を平

成25年８月３日に、また、関東地域における初出店として、買取王国相模原古淵店（神奈川県相模原市）を平成25

年11月１日にそれぞれオープンいたしました。また、ウィメンズ衣料分野の強化のため、子会社として株式会社ペ

イフォワードを平成25年８月８日に設立しております。　

既存店におきましては、店舗オペレーションの改革及び商品政策の転換に着手実行しておりますが、その効果が

未だ現れてはおらず売上高及び売上総利益も前年を下回る状況となっております。

以上の結果、当第３四半期累計期間の売上高は3,838百万円（前年同期比0.8％減）、営業利益は165百万円（前年

同期比41.4％減）、経常利益は172百万円（前年同期比39.9％減）、四半期純利益は99百万円（前年同期比36.2％

減）となりました。

　

(２) 財政状態の分析

(資産)

流動資産は、前事業年度末に比べて59百万円増加し、2,070百万円となりました。これは、商品が108百万円増加

したことなどによるものです。　

固定資産は、前事業年度末に比べて70百万円増加し、1,040百万円となりました。これは、差入保証金が19百万円

増加したことなどによるものです。　

この結果、総資産は前事業年度末に比べ130百万円増加し、3,111百万円となりました。

　

(負債)

流動負債は、前事業年度末と比べ61百万円減少し、602百万円となりました。これは、１年内返済予定の長期借入

金が67百万円増加したのに対し、短期借入金が100百万円減少したことなどによるものです。　

固定負債は、前事業年度末と比べ109百万円増加し、1,057百万円となりました。これは、長期借入金が102百万円

増加したことなどによるものです。　

この結果、負債合計は前事業年度末と比べ48百万円増加し、1,659百万円となりました。
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(純資産)

純資産合計は、前事業年度末と比べ82百万円増加し、1,451百万円となりました。これは、四半期純利益等により

利益剰余金が82百万円増加したことによるものです。

　

(３) 事業上及び財務上の対処すべき課題

当第３四半期累計期間において、当社が対処すべき課題について重要な変更はありません。　

　

(４) 研究開発活動

該当事項はありません。　
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第３ 【提出会社の状況】

１ 【株式等の状況】

(１) 【株式の総数等】

① 【株式の総数】

　

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 5,940,000

計 5,940,000
 

　

② 【発行済株式】

　

種類
第３四半期会計期間
末現在発行数(株)
(平成25年11月30日)

提出日現在
発行数(株)

(平成26年１月６日)

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 1,756,000 1,756,000
東京証券取引所
ＪＡＳＤＡＱ
（スタンダード）

  完全議決権株式であり、権
利内容に何ら限定のない当社
における標準となる株式であ
り、単元株式数は100株であ
ります。

計 1,756,000 1,756,000 ― ―
 

 

　

(２) 【新株予約権等の状況】

　　該当事項はありません。

　

(３) 【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

　　　該当事項はありません。

　
(４) 【ライツプランの内容】

該当事項はありません。

　

(５) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

　

年月日
発行済株式
総数増減数
(株)

発行済株式
総数残高
(株)

資本金増減額
(千円)

資本金残高
(千円)

資本準備金
増減額
(千円)

資本準備金
残高
(千円)

平 成 25 年 ９ 月 １
日～　　
平成25年11月30日

― 1,756,000 ― 330,319 ― 260,319

 

　

(６) 【大株主の状況】

当四半期会計期間は第３四半期会計期間であるため、記載事項はありません。

　

EDINET提出書類

株式会社買取王国(E27202)

四半期報告書

 5/13



　

(７) 【議決権の状況】

① 【発行済株式】

   平成25年11月30日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 ― ― ―

議決権制限株式(自己株式等) ― ― ―

議決権制限株式(その他) ― ― ―

完全議決権株式(自己株式等) ― ― ―

完全議決権株式(その他) 普通株式1,754,800 17,548 ―

単元未満株式 普通株式　　1,200 ― ―

発行済株式総数 1,756,000 ― ―

総株主の議決権 ― 17,548 ―
 

(注) 当第３四半期会計期間末日現在の「発行済株式」については、株主名簿の記載内容が確認できないため、記載

することができないことから、平成25年11月28日開催の臨時株主総会招集のために設定した直前の基準日（平成

25年10月22日）に基づく株主名簿による記載をしております。

　

② 【自己株式等】

　　　該当事項はありません。

　
２ 【役員の状況】

　　該当事項はありません。
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第４ 【経理の状況】

１.　四半期財務諸表の作成方法について

当社の四半期財務諸表は、「四半期財務諸表等の用語、様式及び作成方法に関する規則」(平成19年内閣府令第63

号)に基づいて作成しております。

　

２.　監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第３四半期会計期間(平成25年９月１日から平成25年

11月30日まで)及び第３四半期累計期間(平成25年３月１日から平成25年11月30日まで)に係る四半期財務諸表につい

て、有限責任あずさ監査法人による四半期レビューを受けております。

　

３.　四半期連結財務諸表について

当社の子会社１社（株式会社ペイフォワード）は平成25年８月８日に設立し、当社が75％の株式を所有しておりま

すが、当第３四半期累計期間は営業上の取引はなく重要性がないと判断し、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び

作成方法に関する規則」（平成19年内閣府令第64号）の規定により、四半期連結財務諸表を作成しておりません。
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１【四半期財務諸表】
(1)【四半期貸借対照表】

(単位：千円)

前事業年度
(平成25年２月28日)

当第３四半期会計期間
(平成25年11月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 646,820 575,649

受取手形及び売掛金 79,082 86,370

商品 1,180,561 1,289,162

その他 104,116 119,241

流動資産合計 2,010,581 2,070,424

固定資産

有形固定資産

建物（純額） 244,901 242,660

土地 280,342 280,342

その他（純額） 75,069 100,081

有形固定資産合計 600,313 623,083

無形固定資産 28,934 32,930

投資その他の資産

差入保証金 272,993 292,324

その他 68,259 92,548

投資その他の資産合計 341,253 384,872

固定資産合計 970,501 1,040,886

資産合計 2,981,082 3,111,310

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 21,809 27,677

短期借入金 100,000 －

1年内返済予定の長期借入金 292,991 360,714

未払法人税等 90,324 －

賞与引当金 16,347 33,993

ポイント引当金 13,042 6,842

その他 128,797 172,895

流動負債合計 663,311 602,122

固定負債

長期借入金 853,421 956,155

退職給付引当金 20,800 23,000

資産除去債務 73,405 77,859

その他 780 780

固定負債合計 948,406 1,057,794

負債合計 1,611,717 1,659,917

純資産の部

株主資本

資本金 330,319 330,319

資本剰余金 260,319 260,319

利益剰余金 778,727 860,755

株主資本合計 1,369,365 1,451,393

純資産合計 1,369,365 1,451,393

負債純資産合計 2,981,082 3,111,310
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(2)【四半期損益計算書】
【第３四半期累計期間】

(単位：千円)

前第３四半期累計期間
(自 平成24年３月１日
　至 平成24年11月30日)

当第３四半期累計期間
(自 平成25年３月１日
　至 平成25年11月30日)

売上高 3,868,745 3,838,906

売上原価 1,766,717 1,778,368

売上総利益 2,102,028 2,060,537

販売費及び一般管理費 1,819,666 1,894,989

営業利益 282,361 165,548

営業外収益

受取利息 55 79

受取手数料 14,181 14,470

その他 3,527 2,857

営業外収益合計 17,763 17,407

営業外費用

支払利息 11,426 9,733

その他 2,315 1,089

営業外費用合計 13,741 10,823

経常利益 286,383 172,132

特別利益

固定資産売却益 33 －

特別利益合計 33 －

特別損失

解約違約金 1,000 －

固定資産除却損 577 132

特別損失合計 1,577 132

税引前四半期純利益 284,839 171,999

法人税等 128,633 72,411

四半期純利益 156,206 99,587
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【会計方針の変更等】

　
当第３四半期累計期間
(自 平成25年３月１日
至 平成25年11月30日)

（会計上の見積りの変更と区別することが困難な会計方針の変更）

　当社は、法人税法の改正に伴い、第１四半期会計期間より、平成25年３月１日以後に取得した有形固定資産につ

いては、改正後の法人税法に基づく減価償却の方法に変更しております。

　この変更が、当第３四半期累計期間の営業利益、経常利益及び税引前四半期純利益に与える影響は軽微でありま

す。
 

　

【四半期財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理】

　

項目
当第３四半期累計期間
(自 平成25年３月１日
至 平成25年11月30日)

税金費用の計算

 

 

当事業年度の税引前当期純利益に対する税効果会計適用後の実効税率を合理的

に見積り、税引前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算する方法を採用

しております。
 

　

【注記事項】

(四半期キャッシュ・フロー計算書関係)

当第３四半期累計期間に係る四半期キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第３四半期累計期

間に係る減価償却費（無形固定資産に係る償却費を含む。）は、次のとおりであります。

　

 
前第３四半期累計期間
(自 平成24年３月１日
至 平成24年11月30日)

当第３四半期累計期間
(自 平成25年３月１日
至 平成25年11月30日)

減価償却費 54,225千円 50,453千円
 

　

(株主資本等関係)

前第３四半期累計期間(自　平成24年３月１日　至　平成24年11月30日)

１．配当金支払額

該当事項はありません。

　

２．基準日が当第３四半期累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第３四半期会計期間の末日後となる

もの

該当事項はありません。

　

当第３四半期累計期間(自　平成25年３月１日　至　平成25年11月30日)

１．配当金支払額

　

決議 株式の種類
配当金の総額
(千円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成25年５月30日
定時株主総会

普通株式 17,560 10 平成25年２月28日 平成25年５月31日 利益剰余金
 

　(注) 記念配当10円

　

２．基準日が当第３四半期累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第３四半期会計期間の末日後となる

もの

該当事項はありません。
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(セグメント情報等)

【セグメント情報】

前第３四半期累計期間(自　平成24年３月１日　至　平成24年11月30日)

  当社は、総合リユース事業の単一セグメントであるため、記載を省略しております。

　

当第３四半期累計期間(自　平成25年３月１日　至　平成25年11月30日)

  当社は、総合リユース事業の単一セグメントであるため、記載を省略しております。

　

(１株当たり情報)

１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎は次のとおりであります。

　

項目
前第３四半期累計期間
(自 平成24年３月１日
至 平成24年11月30日)

当第３四半期累計期間
(自  平成25年３月１日
至 平成25年11月30日)

１株当たり四半期純利益金額 105円19銭 56円71銭

(算定上の基礎)   

四半期純利益金額(千円) 156,206 99,587

普通株主に帰属しない金額(千円) ― ―

普通株式に係る四半期純利益金額(千円) 156,206 99,587

普通株式の期中平均株式数(株) 1,485,000 1,756,000
 

(注) １. 潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

２. 当社は、平成24年12月５日付で普通株式１株につき普通株式500株の割合で株式分割を行っております。前

第３四半期累計期間の期首に当該株式分割が行われたと仮定して１株当たり四半期純利益金額を算定しており

ます。

　

(重要な後発事象)

　　該当事項はありません。

　
２ 【その他】

　該当事項はありません。
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

該当事項はありません。
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有限責任 あずさ監査法人

指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士　山川　勝　　　　　　　　　㊞

指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士　奥谷　浩之　　　　　　　　㊞

独立監査人の四半期レビュー報告書

　
平成26年１月６日

株式会社買取王国

取締役会　御中

 

　

 

　

 

　
当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株
式会社買取王国の平成25年３月１日から平成26年２月28日までの第15期事業年度の第３四半期会計期間(平
成25年９月１日から平成25年11月30日まで)及び第３四半期累計期間(平成25年３月１日から平成25年11月30
日まで)に係る四半期財務諸表、すなわち、四半期貸借対照表、四半期損益計算書及び注記について四半期
レビューを行った。
　
四半期財務諸表に対する経営者の責任
経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期財務諸表の作成基準に準拠して四半
期財務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半
期財務諸表を作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含ま
れる。
　
監査人の責任
当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期財務諸表
に対する結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レ
ビューの基準に準拠して四半期レビューを行った。
四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実
施される質問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国にお
いて一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定され
た手続である。
当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。
　
監査人の結論
当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期財務諸表が、我が国において一般に公正妥
当と認められる四半期財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社買取王国の平成25年11月30日現在の財政状
態及び同日をもって終了する第３四半期累計期間の経営成績を適正に表示していないと信じさせる事項がす
べての重要な点において認められなかった。
　
利害関係
会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。
　

以  上

　
 

(注) １  上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半期

報告書提出会社)が別途保管しております。

２  四半期財務諸表の範囲にはXBRLデータ自体は含まれていません。
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